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緒 言

　注 射
．
剤 調 剤 は ，重 要 な薬 剤 師 業務 の

一・
つ で ある．そ の

業務内容 は注 射 剤 の 取 り揃 え 業務か ら混合 調製 業務まで

多様 で あ る が，近 年は リス ク マ ネジ メ ン トの 観 点か ら，
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薬斉「」師 に よ る 注射斉ll混合調 製へ の 要求が 高 ま っ て い る ．

注射 剤 調 斉1亅の 効率化 と安 全 確保 の た め ，従 来 か ら 注射
．
剤

処 方 オ
ーダ リ ン グ シ ス テ ム と 注 射剤調剤支援 シ ス テ ム を

用い た医師人 力 支 援 な らび に 薬剤師 へ の 処方 監 査 お よび

注 射剤 取 り揃 え業務支援 が 進 め られ，実践 で の 有用性が

本報の 内容 の
一

部 は 第 121面 1」本医療薬学 会年 会 （福 岡市，2〔｝02年 10月 ）で 発表，
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認 め られ て い る
］）．しか し，注射剤 混 合 調 製 時 に 行 わ れ

る 配合変化 な ど の 点検 は ，薬 剤 師 の 経 験 お よ び 添 付 文

書，文献，成書な どの 調査 に 依存 して い る た め，業務 の

効率性が 非常 に 悪 くなっ て い る ．そ こ で 注射剤処方監査

お よび 混合調製 を 支援す る シ ス テ ム 開 発が ，業務 の 効 率

化 と医療の 安全確保 に 貢献 で きる と考え ら れ る，

　注 射剤混合調製業務 に お い て は，粉末製剤 の 溶解方法

や 溶解液の 選 択，配合時 に 外観変化 や 外観変 化 を伴 わ な

い 力価 （含量）低下 を起 こ す配合変化情報，配合順 序の 工

夫に よる 配 合変化回避情報，配合後 の 安定性，各処方 の

電解質 ・
ア ミ ノ 酸

・
糖質 な ど の 糸目成情報 が 必 要 で あ る．

ま た，実際の 注射剤混合調製時 に は
， 2 剤 間 で 配 合変化

を起 こ す組み 合 わ せ で あ っ て も，輸液を含め た多剤配 合

処方 の 場合 に は輸 液へ の 配合順序 の 工 夫 に よ り配 合が 可

能 に な る事例や 2剤間の 混合容量比が異な る と配 合 口∫能

に なる事例 に時折 遭 遇する が，こ の よ うな実践 に 必要 と

考 えら れ る 要因 を考慮した 配合変化 の 即時点検 シ ス テ ム

は 未 だ 開発 され て い な い ，

　今回，著者 らは注 射剤混合調製業務 に 必要 と され る情

報，すなわ ち，注射剤 の 溶解時の 取 り扱 い 情報，配 合変

化情報，配 合変化 の 回避情報お よ び 各処方 の 電解質 ・ア

ミ ノ 酸 ・糖質な どの 組成解析情報，医薬品添付文書 に 記

載 され る適応上の 注意等を迅 速，か つ 総合的に 参照 で き

る 注射剤調剤支援 シ ス テ ム の 開発 に 着手 した．と りわ

け，配合変化 の 点検 シ ス テ ム は，単独投与すべ き薬剤 の

抽 出，2 剤間の 配合変化 の 点検
ど1
，多剤配 合変化の 点検，

お よ び 変化点 pH に よ る 注 射剤混合状態 の 点検 （以 下 ，

多段階点検 と略す）の 機能を有 し，か つ 各施設 で の 注射

剤 混合調製 を通 じて 収集 した実際 の 配 合 変 化情報
3’お よ

び 配 合 変化回避方法 の 経験則をデ ータベ ース 化 〔以 下，

ケ ー一ス カード と略す〉で きる コ ン ピ ュ
ーターシ ス テ ム の

開 発 を 試み た の で 報告す る ．

概要 および方法

1． 使用機器 構成

　オ ペ レ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム は ，Windews 　2000（”）を 使 用

し，開 発吾語 と して ，VisualC，　Visual　Basic，デ ータベ ー

ス ソ フ 1・は，Pcrvasive　SQL 　2000i  を使用 した．

2． シス テ ム の 点検機構

　プ ロ グ ラ ム 上に 組み 込 ん だ 配 合 変化要因 は，単独投与

す べ き薬剤 の 有無，2 剤 問 配 合 変 化 〔配 合 注 意，配合不

可，配 合 可 ）情 報，ケー
ス カ

ー
ド情報（配 合 不 可 〉お よ び

多剤配合変化 実 績 の あ る薬剤組 み 合 わ せ の 情報，pH 依

存性 の 物理的配合変化予 測 の 4 項 H と した，

　配 合変化の 点検順位 は，図 1 に示 した フ ロ ーチ ャ
ート

に 従うこ と と した ，

641

3． マ ス タ
ー

フ ァ イル 構成

　 本 シ ス テ ム は，3 つ の マ ス タ
ー

フ ァ イ ル ，す な わ ち 基

本注射マ ス タ
ー

フ ァ イル ，配合変化 マ ス ターフ ァ イ ル ，

ケー
ス カードマ ス タ

ー
フ ァ イル よ り構成 す る こ と と した

（図 2 ），以 下 に そ れ ぞ れ の 項 目内容 を記 す ．

　 1 ）基 本注射 マ ス タ
ー

フ ァ イ ル

　 基 本注射 マ ス タ
ー

フ ァ イル は，表 1 に示 した 項 目 を 有

して お り，溶解液の 種類 や 溶解液容 量 な ど の 項 目 は医薬

品 添付文書 お よ び成書
4−f’1

か ら 得ら れ る 情報 に よ りメ ン

テ ナ ン ス で きる よ う設計 した．そ の 入 力画 面 を図 3 に 示

す．単独 フ ラ グ は，医薬 品 添 付 文書 に 単独 投 与使用 と 記

載 の あ る 薬剤 に つ い て 登録 し，2 種類 以 L の 薬剤 を同時

に入力 さ れ た場合，「単独投与す る こ と」 と表 不 さ れ る

よう設計 し た，こ の 他，コ メ ン ト〔希釈 情報，薬剤 コ メ

ン ト），備考 1
， 備考 2 は 利用者 が 必 要 とす る注射薬薬品

情報 な ど を 入力す る フ リ
ー

コ メ ン ト用 の項 目 を設計 した，

　 2）配合変化 マ ス タ
ー

フ ァ イ ル

　 配 合 変 化 マ ス タ
ー

フ ァ イ ル は ，表 2 に 示 した 項日 を有

して お り，既知 の 2 剤間配合変化 お よ び多剤 （4 剤 まで ）

の 配 合変化情報 （配合不可 ・配 合 注 意 ・配 合 可 ）を収載 し

た フ ァ イ ル で ，今回 は既知の デ
ー

タ ベ ース （Y 社 1を利用

した．

　 3 ） ケー
ス カ

ードマ ス タ
ー

フ ァ イ ル

　 ケース カードマ ス タ
ー

フ ァ イル に 配 合 変化予測 の 対象

と して 登 録 す る薬剤 は，当院採用薬剤 で 医薬 品 添付文書

の 用法欄 に 静 注あ る い は点滴静注 と 記 載 さ れ て い る もの

に 限 定 した．筋 注 ，皮 下 注 の み の 用法 の 注射剤 は ほ と ん

ど 混合 さ れ る 可能性 が な い た め ケ
ー

ス カ
ー

ドマ ス タ ー

フ ァ イル へ の 登 録対象外 と した．ケ
ー

ス カ
ー

ドマ ス ター

フ ァ イ ル に 登 録 し た 内 容 は，関連成書
4−b）

な ら び に 製薬

会社資料 か ら抽 出 した 配合禁忌薬剤組 み 合わせ （配 合不

可 ・配合注意）とそ の 配合変化所見 お よ び 注 射 剤 混合調

製現 場 か ら収 集 し た配 合変化実例，配合条件お よ び配合

変化 回 避情報 と した （図 4 ），登録基準 は ，外観変 化を起

こ す組 み 合わせ だけ な く，力仙 が 90％ 以 下 に低 下 す る も

の は，時 間 に 関 係 な くす べ て 登 録 した，こ の う ち，配 合

変化所見 の 用語 は，利用者が 迅速 に 判断 で きる よ うに簡

略化 した．その 登録例を表 3 に 示 す．入 力項 目 は ，4 剤

ま で の 「配 合 薬 品」，「配 合 量 」，「配 合 順 」，「配 合 可

否」，「変化時間」，「判定 コ メ ン ト1，「
．
備 考」，「時系列 コ

メ ン ト」 を設 定した．こ の うち 「備考」 は ，配 合変 化の

詳細条件 お よ び 配合変化 回避 情報 を フ リ
ー

コ メ ン トに て

登 録で き る よ う に 設定 し た ，処 方 され た薬剤 の な か に，
配 合 薬剤 と配合量 が ．・

致 した 薬剤組 み 合 わ せ を 含 む 場

N 工工
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処方入力

↓

配 合可 能 pH 領 填無

基 本 マ ス タ
ー

ケ
ー

スカ
ー

ド

マ ス タ
ー

配 合変 化

マ ス タ
ー

示

配合変化点検終 了 −

卩
配合変化 点 検結 果

個 別 薬 品 情報

図 1．配 合 変化 点検 シ ス テ ム フ ロ
ー

チ ャ
ー一

ト

基本注射 マ ス タ
ー

既知薬剤情報

ユ
ーザー登録情報

添付 文書 情 報 ！pH 変動 ス ケ
ー

ル に 必要 な情報等〕

単独投与 フラグ、単 独投 与 コ メント、薬剤 ：コメン ト、
備考 1．備考2

配 台変 化 マ ス タ
ー
　　 既 知配 合 変 化情 報　薬 価収 載薬剤の 4剤まで の 配 合変化 情報

　　　　 ．・　　　　　 （Y社〕　　　　　　　　 〔配 合不 可
・
配 合注意

・
配 合可）

　　　　　　　　　　　　　　　　1  関連 成書 による 当院採用 薬剤 の 配合変化 情報

　　　　　　　　　　　　　　　　：
ヶ
一

スカ
ー

ドマス タ
ー　ユ

ーザー登 録情 報 ’　　　　　　　 〔配 合不可
・
配 合注意 ｝

i⊃ 　 ・ h … 礫鐸飜覊懇 轡
・

　　　　8axm 情報 i 〕 ユ ーザー登瀟 報

図 2．シ ス テ ム に お け る マ ス タ・一フ ァ イ ル お よ び テ
ー

ブ ル 構成

合，配合変化情報 と して 画 面表示 させ た．

　な お，配 合 変 化 マ ス タ
ー

フ ァ イル ，ケー
ス カードマ ス

ターフ ァ イル に 同
・
薬斉l！組み 合 わ せ が 存在す る 場 合，

ケ
ー

ス カ
ー

ドマ ス タ
ー・

フ ァ イ ル に 登録 して あ る 情 報 が 優

先 され る よ う設定 した．

4． 出 力 画 面 お よ び 帳票印刷

　注 射剤処方せ ん 中の 施用単位毎 の 配合変化 は ，各点検

機構 に よ り点検 した 結果 を容 易 に確 認 で きる ［山1
．
面表示 と

し た．ま た，配 合変 化 点 倹結 果 を注 射 剤 情 報 と して 帳票

出力で きる よ うに 設計 した ．
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結 果

1． シ ス テ ム の機 能

　本 シ ス テ ム に よ り，注射剤処方せ ん 中の 施用単位毎に

多段階点検方式 に 基づ い た 配合変化，なら び に 調剤上 の

問題 点 を視覚的 に把握で き，実 務 に 即 し た処方の 点検 が

口」
．
能 とな っ た．

　注射剤処方せ ん の 配合変化情報検索結
．
果画而 を図 5 に

示 す．配 合変化情報 に は ，2 剤 間 あ る い は 多剤配合変化

が み られ る場 合 で も配合不可 と配 合注 意 の 階層 を 有す る

こ と，また配 合変化試験結果 よ り配合可 の情報 を 有す る

場
・
合 が あ り，必 要 に 応 じて 検索が 可 能 と な っ た．

　配合変化点検後 の 配 合 可 否の 決定 は ，単独投与薬剤，

な らび に沫射剤混合調製現場 か ら収集 した配合変化 の 実

例 や多剤 配 合 変化実績 の あ る 薬剤組 み 合 わ せ の 抽 出 に

よ っ て 行 うこ と と した，一
方，2 剤間配合禁忌情報の あ

る 薬剤組み 合 わ せ に お い て も，別 々 の シ リ ン ジ で 混合す

る 等 で ，輸液 との 希釈効果 に よ り配合可能 に な る 場 合が

あ る．本 シ ス テ ム で は ，配 合 変 化 詳 細 画面 に 変化 点 pH

を 利用 した pH 変動 ス ケ
ー

ル を表示 し，問題 と な る 薬剤

の 選 出，お よ び輸液内に おける 混合状 態 を予測す る こ と

と した．図 6 は，図 5 の Rp 　l ．配 合 変 化 点 検結果 を pH

変 動 ス ケ ール で 示 した もの で ある．点検結果 の 表現 と し

て，配 合薬剤 の ア ル カ リ側変化点 が，他 の 薬剤 の 酸性側

変化領域 に ある 場合，「配合可 能 pH 領域 が あ りま せ ん 亅

の 警告 を表示 す る よ うに した．また，配 合変化情報 と し

表 2．配合 変化 マ ス タ
ー

フ ァ イ ル の 登録 項 A

表 1，基 本注 射マ ス タ
ー

の 登録 項 目

厚 生 省 ⊇一ド 規格 pH 下 限 浸 透 圧 比 下 限

薬品名称 規格 pH 上 限 浸 透 圧 比 上 限

メ
ー

カー名 試 料pH 適用上 の 注意

分類 変化点 pH 酸 ユ
ー

ザ
ー

備 考 1

薬 効分 類名 酸変 化 ユ
ーザー備考2

麻 薬フラ グ 変化 点 pH 塩基 備 考

規格 塩 基 変化 単独投与フラ グ

剤形 酸緩衝 能 単 独 投与コ メン ト

容量 塩 基緩衝能 糖 質フラグ

溶 解 液名 配 合変 化 フラグ 電解質フラグ

溶解液容量 投与速度 ア ミノ酸 フラ グ

貯法 投与 量 血 液成分 フラグ

カロ リ
ー

投与 期聞 ビタミン フラ グ

脂質 フラグ

微量 元 素フラグ

配 合 変化 管 理 コ
ー

ド 配 合変化可 否

第一薬 品コ
ード 配 合変化コ メントコ

ード

第
一

薬 品名，規格 変 化 開 始時間

第
一
薬品試 料容量 薬品コ

ード列

第 二 薬 品コ
ー

ド 変化薬 品フラグ

第 二 薬 品名規 格 種 別

第二 薬品試料 容量 備 考 1

第三 薬品コ
ー

ド 備 考2

第三 薬 品名規 格 予 備

第 三 薬 品試料容 量

第四 薬品コ
ード

第四 薬品 名規格

第 四 薬品試 料容量
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図 6．配合変化 結果 詳細 画 面

て 各配合禁忌 の 薬 剤組 み 合 わせ の 詳細情報 を表示す る と

と もに，配合変化 回避 へ の 参考情報 を備考 に 表示す る よ

うに した．注射
．
剤混合時の 配 合変化 を回避す る 方法 と し

て は，薬剤 の pH が 近接 して い る も の 同士 を 混合す る こ

と，な らび に 変化点 pH を・自
．
す る薬剤 が 処方 に 含まれる

場 合 に は，pH 順 で は な くそ の 変化点 pH を 持 つ 薬剤 の

安 定 側 の pH に 近 づ け る 順 序 に て 混 合 す る こ と で あ

る
7
」 そ こ で ，本 シ ス テ ム で は pH 変動 ス ケ ール の 画而

表示上 に お い て 配 含変化 を 回避す る 配合変化の 点検を可

能 に し た ．加 えて ，実 際 に 配 合変化試験 が 行わ れ て い な

い 薬剤組 み 合わ せ で も，注射剤が 配合変化を生 じや す い

か ，酸性，ア ル カ リ性 の どち らが 安定 で あ る か な ど pH

変動 ス ケ ー
ル の 画 面 表示 を用 い て 点 検 で き る よ うに な っ

た，

　成 書等 の 配合変化情報 は ，薬剤 の混 含容量 が 一
定 の 混

合比の 条件で 実験 され た もの が 多 く，実験 と異 な る 混合

比 で 処 方 され た 場 合 の 薬剤 の 配合変化 は 予 測 す る こ とが

難 しい こ ともあ る．公 表 さ れ て い る 配合変化の 点検シ ス

テ ム は，混合時 の 注射剤 の 組み 合 わ せ に よ っ て 配 合 可 否

を 決定 して い る ．そ の た め ，混 合容 量 に よ っ て は 配 合変

化が 生 じない 場合 にお い て も配 合禁忌 と して 判定 さ れ る

可 能性 が あ り，柔軟 な対応 が で きな い 等の 問題 点が あっ

た s1．表 4 は ，同
一

配 合 組み 合 わ せ で も配 合 量 に よ っ て

配 合変化情報 が 異 な る た め，用量指定登録 し た例 で あ

る ．本 シ ス テ ム で は，4 剤まで の 注 射剤 を登録 で き，ま

た そ の 混 合 容 量 も制限 な く設定 で きる の で 自由 度 が 高

く，実際 の 処方 に対 応 す る こ と を実現 し た ．例 えば，図

5 の Rp　2 ．に 示す よ う に，ハ イ カ リ ッ ク  1 号 〔高 カ ロ

リー
輸 液 用 基 本 液）700mL に 対 し て 強 力 ネ オ ・ミ ノ

フ ァ
ーゲ ン シ

ー
町 肝臓疾患剤 ・ア レ ル ギ ー

用薬）は，l

A で は配合 口∫能 で あ り2A 以一ltで 混濁 を 牛 じる こ とが 知

ら れ て い る が
コ丿，強力 ネ オ ・ミ ノ フ ァ

ー
ゲ ン シ

ー  IA

で は 配 合 禁 忌 と して 判定 さ れ な い よ うに な っ て い る．ま

た，配 合変化詳細画而 の 個 々 の 薬剤 を選択 し，成 分情報，

個別薬品情報をク リ ッ ク す る こ と に よ り，基 本 注 射 マ ス

タ
ー

に 登録 した個 々 の 薬 剤 の 詳細情報 を 表示 させ ，配合

変化情報 の 他 に も溶解時 の 取 り扱 い の 注意，投 与方法，

電解質
・

ア ミ ノ 酸 ・糖質，医薬品添付文書 に お け る 適 応

上 の 注意 な ど注射剤 混 合 調 製 に必 要 と され る 情報 を総 合

的 に点検 で きる よ うに な っ た．

2． 帳票 の 運 用

　配 合変化の 予測 を行 うに は，多 くの情報 と，各種 の 物

性 を含 め た 注 射剤 の 情報 を 収 集す る こ とが 重 要 で あ

る 91．そ こ で 基本注 射マ ス タ
ー

フ ァ イ ル の コ メ ン トの 項

H 上 に
， 配合変化 の 根拠 とな る情報 を医薬品添付文書 や

成 書等 に 記載され た 各注射剤 の 安定性 ，配合性情報か ら

抽 iV 「して 登録 した．そ の 内容 は，画面表示 お よ び pH 変

動 ス ケ
ー

ル 表付 き帳票 （図 7 ）と して 出 力す る こ とが
．
m」
．
能

で
， 医師 に 照 会 して 投与方法 を 変更す る際 ，お よ び 病棟

で の 混合調製方法等 の 問 い 合 わせ の 際，医療従事者 へ の

情報提 供 に 活用する こ と で ，注 射 剤 の 配 含禁忌組み 合 わ

せ だ け で は な く，配 含変化情報 を 正 確に 医 療従事者に 理

解 して もらうた め に 有用 とな っ た．
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表 4．配 合量 が 異 なる と 配 合変 化情 報 が 異 な る例

配合薬品 配合量 　　　　配合 変化情報 配合桑品 配 台量　　 　　配 合変化情報

  ．ソル コ
ー

テ フ ］OUrng

　 フ イジオコ 5500mL

  タガメッ ト注射液 ！oemg

　 チ エ ナム 点滴用 D5g

　 大塚生食注 leOmL

  注射用 エ フ t一ワ イ100mg

　 モダシン 静注用 1g

　 大塚生 食注 500ml．

 
．

ソル ダク トン コOOrng

　 マ ックアミン SOOmL

  　ア ラセ ナ．A
　 ソリタ．r3号

  ユ ニ カリック 1

　 ソル コ
ー

テフ 100mg

Il）　ユ ニ カリッ クN

　 ソルメドロ
ー

ル 125

］V 　 QiB

聖A 　 △ 　速やかに使用

TVlB2V

　 OIVlB05A

　 OlBIV

　 OIB1B

　 OlV

旧 　 ○

匸V

ソルコーテフ 100mg

ブイジオ 35SOOml ．
25V 　 △ 速や か に 使用

1B

タガ メット注射液 2UOmg 　　 IA

チ エ ナム 点滴用 059 　　　 2V

大 塚 生食注］OOmL 　 　　 　 IB

注 射用 エ フォ
ー

ワ イ TOOmg

モ ダシン 静注用 lg

大塚生食注 50UmL

ソ ル ダクトン 200mg

マ ッ クア ミン 500ml ．

アラセ ナ ・A
ソリタ．下3号

ユ ニ カリックL

ソル ⊇一テフ 100mg

ユ ニカ リッ クN

ソ ル メドロ
ー

ル 1！5

2x．「
2VlB

x 沈殿 〔2hrs〕

x 　混 濁（30mH1｝

1A　　x 混 濁〔1hrs 冫

TBTV

　 △ 速やかに使用

05BlB

　　　×　混濁 （2斗hrs 冫

2vIB

　 x 混濁

2V

3．　 マ ス タ
ー

フ ァ イル の メ ン テ ナ ン ス につ い て

　基本注射 マ ス ター
に 登録 され て い る 薬 剤 の 情報 は，必

要 に 応 じ て 変更や 修 正 が 可 能 で あ り，業務 に必 要な情報

を作成す る Lで 有用 で あ る．しか し，変化点 pH 等 の 情

報 は 得 に くい の が 実情 で あ り，成書 や 医薬品添付文吉等

の 用語 も統
・
され て い な い な ど の 問題点が あ っ た．ケー

ス カ
ードマ ス ターは，配 合 変化 マ ス タ

ー
に 登録 され て い

ない 配合変化情報 を 登録す る こ とがで き，新 た な 情報 や

現 場 で の 実 1祭の 配合禁忌など に 対応す る こ とが で きた．

考 察

　現 在，pH 依存性 の 物理 的配合変化 予 測 と して ，注射

剤 各々 の 変化点 pH や 緩衝 能 を も考慮 した 自動 チ ェ ッ ク

シ ス テ ム が開発
・．

lif販化 され て い る．しか し．変化点 pH

とい う考え方は，注射剤の 2剤 配 合時 に は 理論 と よ く
一

致 す る が，輸液 中 で は ま っ た く異 な る ．な ら び に 緩衝能

を 考慮 した シ ス テ ム に お い て ，混合比 等の 条件 が変 わ る

と対 応 で き な い 等 の 問 題点があ っ た．加 え て ，pH 非依

存件 の 配 合 変 化 予 測 に 関 し て は，配合変化 に 対する 実用

的な 情報が 不 足 し て お り，希釈率 を は じめ と した そ の 他

の 要 因 に よる 影響 も大 きい こ とが 挙 げ られ る．今回 ，著

者 ら が 構築 した 配 合 変化 の 点検 シ ス テ ム は，4 段階 の 点

検 シ ス テ ム を採 川 した ，特 に 注射剤混合調製 現 場で 収 集

した 配 合 変化 情報，な ら び に 薬剤 の 配合容 量，配 合 条

件，配合変化回避情報等 を登 録 で きる ケ
ー

ス カ
ー

ドマ ス

タ
ーを用 い て 行 う多剤 配 合変化点検 シ ス テ ム は，従来の

固定 した 配合容量 比 の 薬剤組 み 合わ せ の 配 合 変化 点 検 シ

ス テ ム に比 較 して ，実 1祭に 処方 され る 注射剤混合 調 製 時

の 配合変化 の 点検 を可能 に した．加 えて，処方 され た薬

注 射 薬 薬 品 情 報 〔」・トi’diPt’rSUft・t／
【pH 変勤情靼］

．厂 fカリ，．ク庖一廴弓　（100 叩しテ駆’Jt／〕
’tShzt 三 ノ7 厂一ゲン　ンー電 0血 ヌ

尸陶．1，トー忌湾 肘 雁 ［OOII雪　　〔1囗e国巳ノ1ロL 〕
ヒ ヲ ミ ン 匸 庄 フ丿

．FOO口寓　 ／iae囗雪「’lmLA／

　 　　 y　 1／　 4　 i　 　　 ダ　 　　 9　 り 　　／1　／2　 lS

　 　tt　　　　　　　　　　．／T
− 一

醗國
一

＝ ［ ＝＝＝＝＝＝．二、
＝＝＝＝ニー」一　 　 　 一一

【混 含 豊 品 情 輯 】

◆　構 旺 壕 　 　7440muI ◆ 攀 力 LlII ．巳　　．L肥川kじaI

r配合蛮化情報】▼強 力 祠 ミノフ ア
ー
ゲンンー〔！ontA／　ttT カ リ ．．ン 薇

．1 号 ｛700mh．d厂．7 舛

　 2×1．　　
・
混濁
一
詫殿　｛2h 「1

　 　 　 凸イカ u／ク戚
．1弓．TvO旧しに

．
様 力 初 ミノ7 〆

一ゲノノー2A 以 b   麗 濁

【隅 別 薬 品 情 輻 】

Oハ．♂力 1」ノク液 ．L号 　〔metL テ勘b
’
ψ｝

〈コメント＞

　 1、ン酸 イ オ ン、議 酸 ぜオ 冫 を S む N 粥 と 混 合しな」，／カルンウ，t 言 有のた 酌 沈 殿 牛 成 〕

　 ク．エン醒 f オ ン を 含 む 製 閏 と 混 昔 しな LLL カルンワム含白のた め 凝 結叨鴬 そ れ 1
　 帽 肪 乳 剤 と は 配 告 レな い

● 強 刀 掴 ミ／　ノ7
一

ゲ ン　シ
．一

　〔Z口国．り
くコメ ン ト〉

　 酸 性 製 M ／cH 約 41 以 下 eN 剤 1．≧の混 含でゲル化 丁・tiそ才1
0凸「，トーし戴 肘 庖 LDO皿E 　　し1ロロ9E．ノ1乢 乱）

● ヒ 9 ミ ン じ 注 フソー50Dm9　〔甜 肭呂聖星1．A）
くコメ 冫 トン

　 強 アル カ 1／喀 擁、鹸 化 剤．玉 金 属肛 ［罸 に N ）な と と の 濯 台 i・「掴．意

iL／ 二のソ 7L ウ亠ア　データ ベ．　 tt で は チェソク E 詮 な い タ f プ の 配 む 受 化 が 生 じ る「と が毫η這 す．

図 7，注 射薬薬 品情 報

剤の 変化点 pH の 点検 と配 合変化の 詳細条件，お よび 回

避情樶 の 点検 に お い て ，注射
．
剤混含状 態 を表示 画 1自1上 で

確 認 し なが ら操作 で きる た め，利用 者自身が配合変化 を

回避す る た め の 最 適 な 配 合 順 序 を容易 に 点検 で きる よ う

シ ス テ ム 化 され て い る．さ ら に ， 従来の シ ス テ ム で は 点
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検が困難な成書等に 未収載の 配合変化事例 や 配 合 変化回

避情報 も点検 で き，非常 に 有用 で あ る こ とが わ か っ た．

　 本 シ ス テ ム の活用 に よ っ て ，処方変更 に な っ た事例 を

表 5 に 示す。Rp　1．とRp　2 ．は，過去 に 医療 現 場 で 混濁

が 起 こ っ た配合 変 化情 報 を登 録 した こ と に よ り回 避 で き

た事例 で ある．Rp　1．は カル チ コ ー
ル

＠
（グ ル コ ン 酸カ ル

シ ウ ム ）と コ ン ク ラ イ ト娩 P（リ ン 酸 ニ カ リ ウ ム ）と の 混合

に よ りリ ン 酸 カ ル シ ウ ム の 沈殿が 生 じた と考え られ コ ン

ク ラ イ ト
”
e”−P の 投 与方法 の 変更 と な っ た．ま た Rp 　2 ．

は，配合30分後 に 混濁を起 こ した こ と よ り，ネオ フ ィ リ

ン   （ア ミ ノ フ ィ リ ン ）の 投 与方法の 変更 と な っ た ，Rp 　3 ．
は 高 カ ロ リ

ー
輸液製剤 に炭酸水素ナ トリウ ム を混合す る

と炭酸 ガ ス が 発生す る，また ア ル カ リ化能 に 影響 す る こ

とが 知 られ て い る
］ω ，こ れ らの 事例 を薬剤師 の 経験年数

に関 わ らず未然 に 回避 で きた こ とは，患者 に 処方意 図通

りの効果 と沈殿 や 発泡 に よ る血管痛 や 静脈炎，な ら び に

輸液 ポ ン プへ の 悪影響を防止 で き臨 床的 に 有用で あ る と

考え られ る，

　当院 に お ける 病棟 で の 注射剤混合調製時，配 合 変 化

（外観変化）を起 こ し廃棄 した件 数 は，平成12年 4 月 か ら

平 成 14年 3 月 まで の 2 年間 に45件 で あ り，そ の 内訳 は，
同
一・

シ リ ン ジ 内混濁が28件，輸液内混濁 が 17件 で あ っ

た．こ の うち，配 合変化情報の な い 薬 剤組 み 合 わせ は ，
同
一

シ リ ン ジ内混濁 が 1件，輸液 内 混濁が 5 件 の 計 6件

で あ っ た．こ の 6 件 を ケ
ー

ス カ
ー

ドマ ス タ
ー

に 登録 し

た．また，ケ
ー

ス カードマ ス ターに登 録 す る 実際の 注射

剤混合調製 に伴 う配合変化情報 〔特に外観変化）を，病院

間で 共有す る連 携 が 推進 されれば，実務 に 即 した 配合変

化情報 デ
ー

タ ベ
ー

ス の 構築 が 可 能 と な り，注 射剤処方 の

表 5，処 方変 更 に な っ た 事例

Rp　1　ハ ィカリックRF 　500mL
　 　 キドミン 　 　 　 200mL
　 　 ソービタ　　　　1set

　 　 カ ルチ コ
ー

ル 　 2A 　’
　 　 コ ン クライトP　　2A

沈 殿
→別点滴内へ変 更

エ レ メン ミック　　IA

ケイツーN 　　 2A

Rp 　2 テル モ 糖注50％ 200mL

　 　 コ ンクライトMg 　IA

　 　 ネオ フィ
1
丿ン　 　 IA

　 　 エ レメン ミック　　IA

混 濁 （30mln）
→ 別 点滴 内へ 変更

パ ン トール 　　　IA
ケイツ

ーN 　 　　IA

Rp 　3　 PN ツイン 1号 　 HO （  L

　 　 メイロ ンP　 　 　 2A

発 泡
→別 点滴 内 へ 変更

ビタジ ェ クトAB 　］set

ガス ター　　 　 2A

647
配 合 変化点検 を 効率 よ く迅速 に で きる もの と考 え ら れ，
今後 の検討課題 の 1 つ と考える，

　以上 の こ とか ら，構築 し た 注射剤 調 剤 支 援 シ ス テ ム

は ，注射剤処 方監 査 を支援す る と ともに，注射剤混合調

製業務 を行 う上 で，薬剤 の 溶解から他剤 との 配 含変化点

検 や その 配合変化 回避 の 情報提供 まで を網 羅 した 総合的

な 支援 シ ス テ ム に な りうる こ とがわか っ た．今後 は，オ ー

ダ リ ン グ に 連携す る調剤支援 シ ス テ ム に組 み 込 み，処方

の 即時点検 に役立 て る 予定 で あ る ．

　謝辞 　本 シ ス テ ム の 構 築 に あ た り，ご 協 力 い た だ き ま し た

株式会杜ユ ヤ マ に 深謝 い た します．
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